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【目的】
Long COVIDの原因として体内に炎症が残存し炎症性物質が分泌されることが指摘されているが、原因組織は特定されておらず
確立された治療法はない。Long COVID患者でSARS-CoV-2感染標的である上咽頭に炎症残存が認められ発症に関与している可能
性が示唆された。慢性上咽頭炎の治療法であるEATがLong COVIDに有効であるかを検討し、その機序を組織学的に解析した。

【方法】
Long COVID患者58名に対して週１回、１か月間、EATを行い自覚症状改善度をVASで解析した。更にEAT前後の上咽頭粘膜を生
検し、Long COVIDに関係するSARS-CoV-2スパイクタンパク、IL-6、TNFαのRNA発現を解析した。

【結果および考察】
EATにより自覚症状中央値は倦怠感（65→23）、頭痛（49→11）、集中力低下（52→36）に改善。Long COVIDの患者では上咽頭
にウイルスRNAが残存し、EAT後には上咽頭のウイルス、IL-6、TNFα RNA発現が低下することで症状改善に関与していると推測
された。

【結語】
SARS-CoV-2感染後の上咽頭炎残存がLong COVIDの原因の一つと推測され、EATが有効である可能性がある。

・感染4か月後においても
ウイルスRNAが上咽頭に残存

・EATはウイルスRNAを排除し、
Long COVID発症原因である
炎症性サイトカイン分泌を抑制
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